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SXview/GWS入門

システム管理掛 中島重雄
w60153a絞enter.osaka-u.ac.jp 

はじめに

SXv i ew/GWSは、ビジュアルシミュレーションシステムであり、科学技術分野における計算結果を可視化し、

解析結果の理解を助けるためのものである。メニュー処理にもとづく対話処理型と、利用者がグラフィックプログラム

を作成するためのFORTRANサブ）に—チンライブラリから構成されている。
SXv i ew/GWSが利用できるのはセンター2階•第2TSS室に設置しているグラフィックワークステーショ

ン IRIS/Onyxホスト名 "cconyxOl"である。

SXv i ew/GWSでは、スーパーコンピュータSX-3Rとグラフィックワークステーションとのネットワーク

環境のもとで動作するクライアントサーバ利用（分散処理か可能）と、グラフィックワークステーション単体利用があ

るが、ここでは単体利用についての簡単な操作方法について説明をおこなう。詳細については、つぎのマニュアルを参

考にしていただきたい。

1. SXv i ew/GWS・IMG 利用の手引きくライブラリ編>GUY 32-4 
2. S X v i e w / G W S 利用の手引きく対話処理編> GUY 31-3 

1. 環境設定

ここでは、 SXVi ew/GWS「以下、 GWSとする」を利用するための環境設定について説明をおこなう。

GWSを利用するにはカレントディレクトリ上に置いておかなければならない必要なファイ）國ヽ、ある。なお、

ホームディレクトリ上の環境設定ファイルの変更も必要である。

① 必須ファイル

SXVIEW 
SXVSYS 
SXVSYS. LOAD 
SXVMAIN. M 
SXVVSUL. M 
SXVANIM. M 
SXVIMAG. M 
SXVCL IE. M 
SXVSTUP. M 

② 環境設定ファイル

GWS対話処理起動シェル
システム既定値ファイル
ファイルローダ・セットアップファイル
メインメニュー・セットアップファイル
グラフメニュー・セットアップファイル
アニメーションメニュー・セットアップファイル

画像データ・セットアップファイル

クライアントメニュー・セットアップファイル
セットアップメニュー・セットアップファイル

ホームディレクトリ/. xsession 
ホームディレクトリ/. X d e f a u 1 t s 

この2つのファイルに次の設定を追加する必要がある。

. xsession . Xdefaul ts 

XENV IRONMENT=$HOME/. Xdefau l ts 
export XENVIRONMENT 

1-1. 環境設定コマンドの実行

*Backgound:ltE800E800E800 
4Dwrn*sxvsub*clientDecoration:none 
4Dwrn*sxvi ew*c l ientDecorat ion: none 

GWSを利用する上での必須ファイルのコピーと内容追加が必要なファイル設定をおこなうコマンドの実行方

法を次に示す。

① cconyxOlにログイン
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② GWS用ディレクトリの作成

cconyx01% mkdir GWS 
cconyx01%区L旦塁

※アンダーラインは入力を示す

ディレクトリ GWSを作成する。 （この名前は何でも良い）
チェンジディレクトリをおこなう。以降の操作はこのディレクトリ上
でおこなう。

③ 環境設定ファイルのコピーコマンド実行

cconyx01% /usr/local/bin/setgws 

【参考】
必須ファイルは、 /usrl/guest/sxview/GWS 下にある。また、.xsess ion, . Xdefau I ts は
/usrl/guest/sxview/GWS-kankyou下にある。

1-2. S XV S Y S (システム既定値ファイル）の修正、及び確認

上でコピーしたSXVSYSファイルの内容を利用者の環境に合わせて修正をおこなう。

Error Message Fi le :/sxview/sys/SXVERR. DAT ...... ① 
Error Outpufi le cerrlog , ...... ② 
Kanj i Fi le :/sxview/sys/SXVKNJ. DAT ...... ③ 
IMF Directory :. /imf ...... ④ 

① SXviewで提供するIうーメッセーツ''7ァイルの"゚ス名（固定）

② SXviewから出力するIうーメッセ—ヅを出力する7ァイル）9゜認を指定する。
"NULLを指定すると標準出力（装置6番）される。（利用者任意）上記では"゚ スが設定されていないので、
カレントディレクトリに"errlog"と言う7ァイル名でIうーメッセヅがSXviewより出力される。

③ SXview/IMGを用いてテキスト／漢字を描画する場合の漢字7ァイルの"゚ スを指定する。（固定）

④ IMF7ァイルを格納するディレクトリの"゚ ス名を指定する。 （利用者任意） この例ではカレントディレクトリGWS下のimf
ディレクトリとなっている。
※IMF7ァイルとはSXviewライアラリによって作成された図形イメーツ、テ,,_夕7ァイルである。

1-3. SXVSYS. LOAD (ファイルローダ・セットアップファイル）の修正、及び確認

利用者のカレントディレクトリにコピーしたSXVSYS. LOADファイルの内容を利用者の環境に合わ
せて修正する。

Error Message File :/sxview/sys/SXVERR.DAT 
Error OutpuFi le : loader. err 

①

②

 

① SXviewで提供するIうーメッセ—ヅ 7ァイルのn·ス名（固定）

② SXview(sxvloader)から出力するIラーメッセ—ヅを出力する7ァイルn·スを指定する。
"NULL"を指定すると標準出力（装置6番）される。（利用者任意）
上記ではI¥。スが設定されていないので、カレントディレ外リに"loader.err"と言うファイル名でIうーメッセーヅが
SXviewより出力される。

1-4. 以上で環境設定は終了したので、一旦cconyxOlからログアウトをおこない再度ログインをやりなおす。
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2. GWSの起助

環境設定でコピーしたSXVIEW(起動用シェル）の実行をおこなう。

cconyx01% cd GWS 
cconyx01%屈団亘 ．．．．．．必ず大文字で入力

これにより次図のようなGWSウインドウが表示される。

図1. GWSウインドウ

このGWSウインドウはつぎのような画面構成からなる。

グラフィックサーバ・ファンクションキーメニュー

グラフィックサーバ・ウインドウ

システムコンソール I サブメニュー表示領域
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SXview/GWS 

lwo.3.0 

機能選択メニューバー

機能メニュー表示領域
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3. 機能選択

機能恙尺メニューバーの、 I Fi le View Option Iのいづれかにマウスカーソルを移動しマウスの左ボタンを
クリックするとプルダウンメニューが表示される。

3-1. 機能選択メニュー"File" 

GWSの終了メニューとなる。

Fi le View Option 

3-2. 機能選択メニュー"View"

ExitMMI 

ExitAll 

対話処理システムの終了
マウスクリックされると、 Onyx側対話処理が終了
する。

対話処理システムの終了（全プロセス）
マウスクリックされると、 Onyx側対話処理とsx
-3側のファイルローダ、作図モジュールの終了処理
がおこなわれる。

Onyx単体で利用している場合は、どちらの終了方法を指定しても
かまわない。

Viewでは作図を行う。ここをマウスクリックすると下図のイメージで作図メニューが表示される。

Fi le View Option 

Visualize 

Animation 

Image 

CI ient 

3-3. 機能選択メニュー"Option"

Visualize 

Animation 

Image 

Client 

SXv i ew形式のデータファイルをVisu 
a 1 i z eのサブメニューで選択した表示方法
で図形を描画する。

Visualizeでシステムに取り込まれた
図形データを利用してアニメーション機能の設
定、実行をする。

SXviewライブラリ (Fortranサブ
ルーチン）を使用して作成したイメージファイ
ルを表示する。

SXv i ewライブラリを使用した図形描画プ

ログラムを実行する。

Optionでは、 SXvi ew対話処理でのカスタマイズが行える。ここをマウスクリックすると下図のイメ
ージでメニューが表示される。

Fi le View Option 

巴

大阪大学大型計算機センターニュース

Setup ： マウスクリックされると、セットアップメニューか表
示される。

詳細は、 「SXvi ew/GWS 利用の手引き GUY31-3
「5. 1 3 セットアップメニュー」を参照
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4. 作図

機能選択メニュー"View"で、 Visualize,Animation, Image, Clientのいづれかを選択する。

つぎに、これらの操作方法についてサンプ）げこータを示しながら説明をおこなう。

L
2
&
4
 

―

―

―

―

 

4
4
4
4
 

Visualize 
Animation 
Image 
Client 

4-1. V i s u a 1 i z e 

本機能はSXvi ew形式匹I、MOVIE-BYD形式四2の解析データファイルを読み込み、指定した描画

方法で図形を表示する。本機能で描画された図形はローカル操作匹3が行える。

描画方法には以下のものがある。

Contour : 
Isosarface : 
Vector : 
St reamL1ne 
ParticleAdvection: 
FlowRibbon : 
VolumeRendering : 

等値線図
等値面図
ベクト）凶図
流線図
粒子追跡毯l
リボン図
ヴォリュームレンダリンク滲如

【参考l】SXvi ew形式

SXv i ewサプ）にチン (SFW***)をFortranプログラムより利用することで作成

されるSXvi ew標準形式の解析データファイル。

サブ）レチンに関してはマニュアルを参照

【参考2】MOVIE-BYU形式

Brigham Young Universityで開発されたファイ）げ多式3

利用者がMOVIE-BYU形式の解析データファイルを作成した場合、対話処理で直接読み込む

ことか可能)

【参考3】ローカ）月桑作
ローカ）月桑作とはウィンドウ上に描画された図形に対して拡大、縮!J¥視点位置、光源位置など

をマウス操作により変更できる。

【参考4】ボリュームレンダリング

これはSX-3とのクライアントサーバ型でしか描画が行われない。

選択出来ない。）

4-1-1. 描画手順

(Onyx単体での利用では

SXview形式のサンプ）げゴータ(/sxview/data/sample.*)を使用して等値面図の表示手順を簡単に紹介す

る。 Visualize恙尺時は次ぎのメニューとなる。

Visualize 

I Data Spacification 
[ Graph Parameter [ Contour ~ 

I Data Specification I 
データ選択およびホスト選択メニュー

I Graph Parameter I 
Contour, Isosurface, ..... VolumeRendering 
の切り替えメニュー
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(1)解析データの読み込み (Dat a Spec i f i cat i on) 

I Data Specification Iをクリックすると次のデータ選択メニューとなる。

Data Spacification 

Fi le Loader 

Data Format 

I Mesh Fi le I 

I Scaler Fi I I 

I Vector Fi I I 

I Time File I 

SXview/GWS 

SXview 

Set Drawing Scene No 

I DataLoad I I Close 

I Exit I I ParamSave 

【参考】

I Undo I 

I Param I oad I 

① Fi le Loaderは変更の必要はない。

② Data Formatは変更の必要はない。

③ Mesh Fi le, ... , Time Fi leではつぎのサンプ）げ主ータ
ファイルを指定する。

Mesh Fi le 
Scaler Fi le 
Vector Fi le 
Time Fi le 

/sxview/data/sample.msh 
/sxview/data/sample.dat 
/sxview/data/sample.dat 
/sxview/data/sample. tim 

④ Set Drawing Scenen Noはここでは何も指定しない。

⑤ I DataLoad Iをクリックしデータのロードをおこなう
サブメニュー表示領域でDone表示を確認℃

⑥ I Close Iをクリックし、 DataSpecificationを
終了させる。これで、前画面に戻る。

一度読み込んだ解析データは、他の描画方法（等値線図、ベクト）凶乱リボン図等）にも利用できるので
描画方法を変更するたびに解析データを読み込ませる必要はない。

(2)描画方法の指定と描画

Visualize 

Data Spacification 

[ Graph Parameter~ 旱 三］

Contour I Color Mapping = I 

Number of Contours 1255 I 

匡 IStop I 

区 IParamSave I I Par諷 oadI 

① Graph Parameter右横のボックス内にカーソルを移
動しクリックするとつぎのメニューとなる。

I Graph Parameter Contour 
Isosurface 
Vector 
Stream! ine 
ParticleAdvection 
FlowrRibbon 

② ここでは lsosurfaceを選択する

③□五口をクリックすると次図が描画される
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図2. I sos u r faceのサンプ）渇乏示

このサンプ）凶別よ、天井に吹き出し口のある室内空調装置から、送風した場合の室内への広がり具合を解析し
たものである。

【参考】
描画した図の消去方法は以下の手順である。

l. ファンクションキーメニューの ISEGMENT I をクリック

1020 DELETE 

2. I SURFOO 1020 DELETE Iをクリック

1020 DELETE I DELETE 

昌
3. I DELETE I をクリック

【参考】
lsosurface以外で表示したい場合

1. VisualizeのGraphparameterで他の描画方法を選択し［匠五コをクリック
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(3)ローカル操作

ここで描画された図はローカル操作が行える。
ローカル操作は投影面座標系 (VRC)原点を中心として、物体を包み込むような透明な球面を想定し観測者

はこの球面の上に乗って常にVRC原点を見ていると考える。

(3-1)回転

sh i f tキーとマウス左ボタンを同時に押しながらマウスを動かす。

疇

sh i ft十巴

※マウスを左から右へ動かすと視線が物体の右側に回り込む。下から上に動かすと物体の上側に回り込む。

(3-2)移動

shiftキーとマウス中央ボタンを同時に押しながらマウスを動かすことにより、視線方向を保ったまま
VRC原点が移動する。

疇

sh i ft十巴
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(3-3)ズームイン，ズームアウト

Shiftキーとマウスの右ボタンを同時に押しながらマウスを動かすことにより物体の拡大、縮小を行う。

sh i ft十ヨ

※ 拡大：マウスを上または右へ動かす 縮小：マウスを左または下へ動かす

4-2. Animation 

本機能はVisualizeでシステムに取り込まれた解析データを用いてアニメーションを行う。

4-2-1. 操作手順
ここでは、 4-1でシステムに取り込まれた解析データを用い等値面図を表示しアニメーション機能を簡単に

紹介する。

① 機能紺尺メニューの□豆五口で IAnimation Iを選択すると次のアニメーションメニューとなる。

(1)描画方法の指定 (Vi z u a 1 i z e G r a p h) 

Animation 

Visualize Graph 

□ Contour 
● Isosurface 

【参考】

□ Particle 
□ FlowRibbon 

① ここでは Ilsosurface Iをクリック

．描画方法の指定で、等値線図、等値面図、ベクト）凶図、流線図は同時選択（描画）か可能。

•等値線図、等値面図、ベクト）凶刃、流線図のどれかが 1 つでも選択されると粒子追跡図、リボン図、
ボリュームレンダリング図は選択不可となる。

•粒子追跡図、リボン図、ボリュームレンダリンク図は他の描画方法と同時選択（描画）が出来ない。
これらの描画方法が選択されると選択した描画方法以外は選択出来ない。
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(2)カメラワークの設定

以下の例では次のような条件でカメラワークを設定することにする。

•総フレーム数は36 フレームとする。
・l,..,_,1 5フレームまで下記条件でカメラワークを設定する。

平行移動 ： 縦、横への平行移動なし

回庫転 ： Z座標を軸とし回転

スーム ： ズームイン、ズームアウトは行わない。

・16,..,_,36フレームまで下記条件でカメラワークを設定する。

平行移動 ： 縦、横への平行移動なし
回転 ： Y座標を軸とし回転

ズーム ： ズームアウト

また、カメラワーク変1立量は次のように設定することにする。

: 0 
Y方向平行移動量 ： 0 

tate) : X軸回転量 ： 0 ※ 
Y軸回転量 ：一6
Z軸回転量 ： 9 

Zoom) : ズーム量 ： 5 
＇・ヤ・ヤ ・．―-● -・ --・-----→ -----・.--

※ 回転の変位量は、 3の｛塑攻でなければならない。

① "Animation Control"のICamera WorkAnimation Iをクリックするとカメラワーク設定メニューとなる。

カメラワーク設定メニュー

Set Camera Work 

Total Frames □亘コ wrn
Set Transformation 

カメラワーク変位量設定メニュー

Set Transformation 

Move 

X I I I 10 

y I I I 10 

Rotate 

X I I I 10 

y I I I I -6 

z I I I 19 

Zoom 

Fct I I I I I 15 

I Apply I I Close I IJ国亙］

大阪大学大型計算機センターニュース -35-

① カメラワーク変｛立量を設定するために

I Set Transformation Iをクリックする。

MoveはX、Yとも"O"指定。

Rotateは以下のように指定。

① Y軸の変位量
口］上でマウスをドラッグし"-6"にする。

② Z軸の変位量とズーム変位量
同じように DJをドラッグし"9"にする。

③ Zoomを"5"にする。

③ 区五圧□ をクリック

④ □豆五］をクリックし
Set Transrnationの終了をおこない
カメラワーク設定メニューに戻す。
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カメラワーク設定メニュー

Set Camera Work 

Total Frames I 36 1 rn rn 
I Set Transformation I 

Start End Move Rotate Zoom 
Frame Frame 

I 1 I I 15 I□X □ X ◇ In 
□Y □ Y OOut 

wrn rn rn Ill z似 ff

I 16 I I 36 I□X □ X ◇ In 
□Y Ill Y +out 

OO立 OO立 □Z ◇ Off 

I 1 I I 1 I□X □ X ◇ In 
□Y □Y ◇ Out 

00~ りOO立 □ z +off 

I 1 I I l I□X □ X ◇ In 
□Y □ Y OOut 

~[J> ~rn □ z +off 

I CameraWork Test I 

I Apply I I Close I I Undo I 

(3) Animation Controlの設定

fj 
9●●9● "' 

9●●●’’ 

立

① 1----15フレームは平行方向の移動は無しとす
るのでMoveでX,yにはマークしない。
Z座標で回転させるのでRotateではZをマーク
ズームはしないのでZoomはOFFとする。

② 1 6----3 6フレームはY座標で回転しズームア
ウトする。

③ 設定が終了すれば仁匝亘口 をクリックし更
新する。

④ I Close Iをクリック

アニメーションメニュー上の "AnimationControl"をつぎのように設定する。

Animation Control ① Dynamic Animation 
描画方法で粒子追跡図またはリボン図を指定して

Dynamic Animation ◇ On 航 ff いない場合は、 Offとする。

I CameraWork Animation I 航 n ◇ Off ② CameraWork Animation 
Onにする。

I VTR Recording OOn 釧 ff
③ VTR Recording 

ここではOffとする。

(4)描画の開始

□厨正］をクリックすることによりアニメーションの描画が開始される。
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4-3. Image 

本機能はSXviewライプラリによって作成された図形のイメージデータファイルを描画するものである。

表示できるイメージファイルには以下のものがある。

IMFファイル

ISVファイル

4-3-1. 描画手順

フレームサイズが同じ複数シーンの画像を保存したファイル。
ファイル名ば・-----. imf**"という形式で、",..,___"は任意の文字列で
あり、". i mf **"はIMFファイルを示す販張子である。拡張子
の＂＊＊＂は 00-----1 5の16通りの2ケタの数字である。
単シーンのみの画像を保存したファイル。
ファイル名ば',..,___. is v"という形式で、",..,___"は任意の文字列であり、
". is v"はISVファイルを示す拡張子である。

サンプルのイメージファイル(/sxview/imf/sample.imfOO)を使用して描画方法を簡単に紹介する。

① 機能選択メニュー□丘日で、 □亘~ を選択3

IMF表示メニュー

I mag e Data Hand 1 er 

Operation I Display IMF I 

Host Machine ◇ SX-3 +傭S

I IMF Fi le I 

In_guire 

Output Device ◇ UFB 航 ws

+off VTR Recording OOn 

Display Position I Center I 

X 

I I 

[I y 11111 1 

Start Scene 
1 

End Scene 
1 

Skip Scene 
1 

Display Speed 
1 

口 亡

① Operation 
Operation枠をクリックすると機能切り替えのプルダウン

□□ iii三存
② Host Machineでは、 GWSをクリック

③ IMF Fi leでは I/sxview/imf /sample. imfOO I とする

④ Output Deviceでは、表示装置はOnyxのモニターであるため
GWSをクリック

⑤ Display Positionでは表示位置が指定出来る。
ここではCenterとする。

⑥ Start Scene.End Scene.Skip SceneはIMFファイ）切ゞ
複数シーンある場合に有効であるが、このサンプルでは
1シーンしかないので全て 1とする。

⑦ Display Speedについても表示する速度の指定がおこなえ
るが、このサンプルでは意味が無いので 1とする。

⑧ 匡~ をクリックすると別ウインドウに描画される。

② イメージファイ）環窃ミウインドウの消去
表示されたウインドウを消去するにはファンクションキーメニューの IIMG_CLOS Iをクリックする。
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4-4. CI i en t 

本機能はSXviewライブラリを使用した図形描画プログラムを実行するものである。

4-4-1. 描画手順

SXviewライブラリを使用した描画サンプルプログラム(/sxview/examp I e配下の実行モゾュール）の実行方

法を簡単に説明する。

① 機能選択メニュー区丘りで [ill五口を選択する。

クライアントプログラム操作メニュー

Client Program Handler 

廿ostMachine 
◇ SX-3 ◆ GWS 

Execution Mode 
◆ Foreground ◇ Background 

Cl ientName 

Option 

I Exec I 

①画面消去

① Host Machineには実行モジュー）励ゞ格納され
ているマシンを指定する。ここでぱ'GWS"
を指定する。

② Execution Modeではプログラムをフォアグ
ランドまたはバックグランドのいづれかで実行
するかを指定このサンプルでば'foreground"
を指定。

③ Client Nameでは実行するプログラムのファイ

ルパス名を指定。ここでは
I /sxview/example/streakl ine Iとする。

④ Optionではキーボード入力によるプログラム
の起動オプションを指定。ここでは必要無い。

⑤ □伍己をクリックすると描画が開始される。

描画が終了するとこのプログラムでは、グラフィックサーバ・ウインドウ内でリターンキーを入力することに
より疇消去される。

図3. C 1 i en tのサンプ）渇窃ミ

【参考】
/sxview/example配下にはここで実行しだ'streak!ine"の他にもいくつかのサンプ）以戸ある。拡張子になに
も付いていないファイ）辺それである。例えば、 ribbon,vector等。
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5. ファイルプラウザ

ファイルブラウザは各メニューのファイル名入力や環境設定ファイル名の入力をおこなう場合、起動すること
が出来る。
例えば、 4-1."Vis u a 1 i z e"の "DataSpec i f i cat i on"で、ファイル名入力をファイル
ブラウザによっておこなう場合を以下に示す。

Data Spacif ication 

Fi le Loader 

Data Format 

SXview/GWS 

I Mesh Fi le I 

I Scaler Fil I 

① I Mesh Fi le I内でクリックする。

ファイルブラウザメニュー

Fi I ter 
戸蕊可ew/data/*.msh 

Directory Fi !es 

SXview 

' /sxview/data/ I G五祠e.msh
/sxview/data/ 

Selection 
戸 /data/sample.msh

ロ ニニ

① Fi I terではキーボード入力により指定する。
フィルタはディレクトリと拡張子の指定を行う為のものである

② Directoriesでは一覧の中のディレクトリをクリックすること
によりフィルタで指定するディレクトリを選択する

③ Fi !esでは一覧の中のファイルをクリックすることにより
セレクションで指定するファイルを選択する

④ Selectionでは現在指定されているパス名を表示する。

⑤ Applyをクリックするとセレクションに表示されているパス名
が確定する。

⑥ Filterをクリックするとファイ）瀑即用のフィルタが確定さ
れる

⑦ Closeをクリックするとファイルブラウザの終了

② 同じように IScaler f i I I内をクリックすればファイルブラウザが使用出来る。

大阪大学大型計算機センターニュース -39- Vol. 24 No.4 1995-2 



6. ファイ）吼多式変換

GWSで作成した画像データはISV形式または IMF形式となる。これを他の形式例えばTIFF形式や

SGI形式に変換したいという要望があるものと思う。しかし今のところGWS上の画面操作による直接変換機能

は無いが、 ISV形式またはIMF形式からTIFF形式またはSGI形式に変換するためのコマンドが用意され

ているので、ここでは変換の操作手順について説明を行う。

6-1. I S V形式 IMF形式ファイ）いの保存

"4-3 Image"で簡単に説明したように、 ISV形式は単シーンのみの画像ファイルであり IMF形式ファイルは

聾・シーンの画像ファイルである。
'-'-の例では4-1.で説明した単シーンの画像を ISV形式で保存する操作について説明をする。

(1) "4-1. Visualize"の画像が描画されている時点で、機能選択メニューの□五日で口云五口を選択。

IMF麦斥メニュー

I mag e Data Hand 1 er 

Operation I Display IMF I 

Host Machine ◇ SX-3 +GWS 

I IMF Fi le I 

① 機能切り替え
Operation枠をクリックすると機能切り替えのプルダウン

三：H三
(2)これにより、次の ISV保存メニューとなる。

ISV保存メニュー

Image Data Handler 

Operation I Archive ISV I 

Output Device ◇ UFB + GWS 

I ISV Fi le I 

□ 厄

【参考】

① Output Deviceでは
UFB(Ultra net Frame Buffer)とGWSのどちらの画面を保存
するかを指定。ここではGWSとする。

② ISV Fi leは任意の7ァイル名を指定。拡張子にはisvを付ける

例
I ISV Fi le I [ /usrl/a61234a/GWS/sample. isv 

③ 匡五己をクリックする。

I ISV Fi le Iをクリックすればファイルプラウザによるファイル名入力が行える。

6-2. imgconvコマンド

ISV形式またはIMF形式の画像ファイルをSGI形式またはTIFF形式に変換を行うコマンドである。

この imgconvコマンドは、 ccewsOlまたは ccsx3上で使用が可能である。

6-2-1. コマンド形式

(1) ISV7ァイルの場合

imgconv ISV7ァイル名 [-f出力先7ァイル名］ ［一ttiff または—t sgi] 
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(2)IMF7ァイルの場合

imgconv IMF7ァイル名 [-f 出力先7ァイル名］—s 開始ツーン番号［終了シーン番号］］ ［ーttiff または—t sgi] 

-f出力7ァイル名 ： このオプションを省略した場合は7ァイルの拡張子は以下のようになる。

SGI7ォーマットに変換した場合： • rgb 
TIFF7ォーマットに変換した場合： . ti f 

-t tiffまたは ： 変換後の7ァイ/t,形式を指定。省略時はTIFF形式となる。
-t sgi 

-s開始沃ン番号［終了ツーン番号］
変換対象7ァイルがIMF形式の場合に有効。
開始ツーン番号から終了ツーン番号までの画像データを変換対象とし変換後の7ァイル名には
拡張子の前にシーン番号が付加される。また、終了シーン番号を表す記号として"$"
が使用出来る。

本オプションを省略した場合や、終了シーン番号を省略した場合には第1シーンのみが
変換される。

6-2-2. 使用例

おわりに

コマンド

・ccews01% imgconv sample. isv 
・ccews01% imgconv sample. isv -t sgi 
・ccews01% imgconv sample. imf05 
・ccews01% imgconv sample. imf05 -f image -s 1 10 

生成される7ァイル名

sample.ti f 
sample. rgb 
sampleOl. ti f 
imageOl. tif -imagelO. tif 

GWS使用中に障害が発生した場合、マニュアル "SXvi ew/GWS利用の手引き”の第8章トラブルシ
ューティングをご覧いただきたい。

本説明で紹介したサンプルファイルは全てcconyxOl上に存在する。 SXvi ewライブラリを利用したプログラ
ミングをおこなう場合は、 cconyxOlの "/sxview/example"ディレクトリ配下、および "/sxview/sample"ディレ
クトリ配下のサンプルプログラムを参考にしていただきたい。
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